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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和８年１月２６日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

  「主体的・対話的
で深い学び」の推
進と基礎学力の定
着・資格取得の推
進

①学習用端末やＩＣＴ機器の活用とわかる、で
きる授業を推進する。
②生徒個々の状況を把握し、教科会等で授業
研究・授業改善に取り組む。
③県事業や外部講師を活用し、より実践的な
授業に取り組む。
④学科の学習の動機付けや自信に繋げるた
めに、様々な資格にﾁｬﾚﾝｼﾞさせ取得させる。

B

 　生徒の進路意
識を高め個の適性
にあった進路実現

①各学年に対応した段階的な進路ガイダン
ス、講演会を実施する。
②LHRや三者面談を活用し、面接対策と指導
週間を実施することで、個の適性にあった間
違いのない進路実現に取り組む。
③学年・学科等の個別面談を通して、就職・進
学とも専門性を活かした進路を推進する。
④希望者への現場実習の実施。

A

   生徒の規範意識
の向上と相談しや
すい支援体制の確
立

①登校指導や整容指導、放課後の定期的な
市内巡回等の実施。
②1年生高校生交通安全教育、自転車ﾏﾅｰ
ｱｯﾌﾟ推進校等、交通安全教育に取り組む。
③専門家（ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ・ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰ
ｶｰ）等による定期的・継続的な教育相談・支援
に取り組む。

A

   生徒の主体的活
動を支援する各種
活動の充実

①生徒が自主的に学校行事等に参加できるよ
うに行事の工夫・改善に取り組む。
②部活動・生徒会活動・農業クラブ活動等の
活動の活性化を図る。
③部活動指導時間を確保するために会議・委
員会の精選に努める。

B

　 地元及び関係
機関と協働し信頼
される学校づくりの
推進

①未来の職業人材育成事業等を活用し、地域
との協同事業やイベントに取り組む。

②官産学と連携した商品開発や市民講座に
協力・参加する。

A

　本校入学の目的
意識を持った生徒
の確保

①計画的に学校説明会、体験入学、個別相
談、文化祭時の中学生対象説明会を実施す
る。

②学校の教育活動をＨＰ等を利用して積極的
に情報発信する。

B

令和　７　年度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 羽 生 実 業 高 等 学 校 ） 　　　　　                                                          Ｅ３７
目指す学校像 確かな専門性と高い人間性を育む学校

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

達
成
度

ほぼ達成(８割以上)

重　点　目　標

１　基礎的・基本的な知識・技術の定着及びコミュニケーション力を育成し、社会の変化に対応
　　できる能力を育成する授業の実践と主体的に個の適性に合った進路先を選択する進路指導を行う
２　基本的生活習慣の確立と規範意識の高揚を図る生徒指導を行う
３　地域と連携・協働する開かれた学校づくりを推進し、産業人としての意識を醸成する

概ね達成(６割以上)
　出席者　学校関係者　　 　４名
　　　　　生徒　　　　　 １０名
　　　　　事務局(教職員) 　７名

変化の兆し(４割以上)

不十分(４割未満)

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年 度 評 価（１２月 ２２日 現在 ）

①体育祭や文化祭など計画段階から生徒が主体的
に関り、主体的に関る生徒の割合は、生徒
89.5％・保護者99.0％であった。
②生徒会や農業クラブの役員に自ら参加する生徒
の数が増えている。また、農業クラブでは、県大
会の運営など円滑に行った。
③部活動の指導に対して、不十分な点もみられ、
生徒の安全管理の観点から改善が必要な面が見ら
れた。

現状と課題 方策の評価指標 評価項目の達成状況

【現状】
　学校全体は落ち着いてきているが、人
間関係に課題を抱える生徒が一定数い
る。また、支援を必要とする生徒や悩み
を抱える生徒が増えている。
【課題】
　生徒の規範意識の向上を図り、落ち
着いた学校づくりに継続して取り組むと
ともに、学校行事や部活動等、特別活
動の活性化を図る必要がある。
また、支援を必要とする生徒に対して
は、教育相談委員会・特別支援教育
コーディネーターを中心に専門家（ＳＣ・
ＳＳＷ）と連携を図り、生徒一人一人に
寄り添った組織的な支援を行う必要が
ある。

①授業ｱﾝｹｰﾄによる授業満足度が向上した
か。（生徒90%以上､保護者90％以上､教員
75%以上）
②教員ｱﾝｹｰﾄによる授業改善に取り組んだ
か。（教員95%以上、保護者95％以上）
③授業に意欲的・積極的に取り組む生徒の
割合が向上したか。（生徒90％以上、保護
者85％以上）
④埼玉県高校生専門資格等取得表彰（知
事表彰）や各種資格取得者が増加したか。

①プリントをはじめとする自前の教材により生徒の状況
に即した授業を展開している。授業満足度は、生徒
86.7％・保護者87.6％・教員93.1％で昨年と同程度で
あった。目標値には達することができなかった。
②小テストや考査の状況を踏まえ、各教科で授業改善に
取り組んだ。結果として、授業改善への取り組みは教員
96.6％・保護者89.7％であり昨年と同程度であったが、
保護者は目標値に達することができなかった。
③県事業「未来の職業人材育成事業」などにより、外部
講師を積極的に活用したことにより、意欲的に授業に意
欲的に取り組んでいるかについては、生徒90.9％・保護
者93.8％であり、生徒の数値は昨年と同程度であった
が、保護者の数値は９％向上した。
④知事表彰は、昨年6名から17名に増加した。また、小
型建設機械・フォークリフトの資格取得者は昨年の15名
から25名に増加した。

【現状】
　生徒は、学力や進路、入学時の動機
等、多様化する傾向にある。専門学科
の特性を生かし、特色ある教育活動や
資格取得により、生徒に自信と「生きる
力」を高め進路実現に繋げている。
【課題】
　生徒に基礎学力の定着を図るととも
に、「主体的・対話的で深い学び」をと
おして、これからの社会で必要とされ
る、様々な力をはぐくむことが課題であ
る。また、実践的な教育と資格取得を推
進することで生徒が自身の将来を考え
安易で不本意な進路を選択しない進路
指導に取り組む必要がある。

①生徒が主体的に学校行事や特別活動
に参加することができたか。（生徒90%以
上､保護者90％以上）
②生徒会・部活動・農業クラブの各種活
動で成果があったか。
③教員アンケートによる会議の精選・部
活動の指導時間が確保できたか。

・現場実習は実施できなかったが、
農家等に行って実習することは大切
だと思う。
・将来、こうなりたいという意識を
持たせるように方向づけしていくこ
とが大切だと考える。
・本校の授業は、実習が多いので自
分には合っている。
・考査前の補習は効果があった。
・進路決定をする際に、３年生が自
身の体験を話してくれる進路体験発
表会はたいへん参考になった。
・面接練習では、先生方がきめ細や
かに指導をしてくれたいへん良かっ
た。

①生徒、保護者の進路指導に対する満
足度が向上したか。（生徒85%以上、保
護者95%以上）
②希望した就職先に合格することができ
たか。
③農業系、商業系大学・就職先が増加し
たか。
④現場実習を実施したか。

①キャリア教育を計画的に実施しており、生徒の満足度
は88.8％・保護者は87.6％であった。生徒の値は向上し
ているが、保護者の値は減少している。
②76％の生徒が、第一志望に就職先に合格した。
③東京農業大学に1名合格した。
④現場実習を実施した生徒はなかった。

2

①生徒・保護者の本校生活指導の満足度
が向上したか。（生徒85%以上､保護者85%以
上）
①服装・頭髪・遅刻等ﾙｰﾙを守る指導（生徒
90%以上､保護者85%以上）
②生徒事故ゼロ、生徒指導件数が減少した
か。
③長期欠席者、転・退学者が減少したか。

①各学年を中心にきめ細やかな生活指導により、
生徒の満足度は生徒93.0％・保護者92.8％と毎年
向上している。
①頭髪・服装検査を定期的に実施し、生徒は
92.3%・保護者94.2%が生徒心得を守っている。
②交通事故は、無かったが、生徒指導件数は、増
加傾向である。
③長期欠席、転退学者ともに、増加傾向である。
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・転退学の生徒が増加傾向ではある
が、将来の進路についてしっかり考
え、努力している生徒の割合が７
０％であることは良いことである。
・小中学校で不登校であった生徒の
半分くらいは、学校生活をとおして
目標を見つけているのは良いことで
ある。
・服装・頭髪など生徒心得を守って
いるという生徒のアンケート結果
は、92.3％であるが、現状では頭髪
や服装が乱れている生徒も見られる
ので、実際は８０％くらいではない
か。
・生徒会や農業クラブに積極的に関
る生徒が少ないように感じる。面倒
なものという印象をもたれている。
楽しいものであると思ってもらえる
ように生徒会や農業クラブの活動を
行って行きたい。

【課題】
多様な生徒の状況に即した授業の展開と
生徒の進路意識の向上により、学習意欲
を向上させることが課題となっている。

【改善策】
ICTを活用した授業を増やすことで、生
徒の学習意欲を向上させ、知識や技術の
定着を図る。情報提供や先進校への視察
など教員の研修機会を増やしていく。
県事業や外部講師を積極的に活用するこ
とで、専門科目への興味・関心を高める
ためるとともに、進路意識の向上を図
る。

【課題】
生徒の規範意識を向上させ、地域からの
信頼を高める必要がある。

【対応策】
引き続き進路指導と生徒指導を関連づけ
た指導により、生徒の進路意識を向上せ
ることにより、規範意識の向上を図る。
交通安全講習の充実により、引き続き交
通事故０を目指す。
生徒会活動や農業クラブ活動・部活動な
ど生徒が活躍できる場を提供していくこ
とで、生徒一人ひとりの高校生活を充実
させる。
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【現状】
　商業と農業を併設する専門学校とし
て、地元のイベントや事業に積極的に
参加することで、生徒個々の専門力の
向上に繋がっている。しかしながら、生
徒募集では、地元中学生の減少に伴い
募集に苦戦している。
【課題】
　引き続き、生徒の専門性を活かし地元
のさまざまな行事やイベントに参加し地
域と連携することで、農業・商業の専門
性を習得した未来の職業人材を育成す
る責任ある学校であることを積極的にア
ピールする必要がある。

①地元関係機関と行産学連携事業に取
り組むことができたか。

②商品開発や羽生市教育委員会主催
の講座に協力・取り組むことができたか。

①未来の職業人材育成事業により、地域の方を外部講師
として招へいすることで、生徒の学習意欲の向上を図る
ばかりではなく、地域との連携を強めることができた。
②市民講座や世界キャラクターさみっとなど、地域の活
性化に向けて積極的に協力した。

【課題】
中学生とその保護者に本校の教育活動の
理解を深めるために、積極的に本校の特
徴的な教育活動を発信する必要がある。

【対応策】
農産物即売会や地域との交流事業をとお
して本校の教育活動をＰＲしていく。
ＨＰやＳＮＳの活用により効率的に情報
の発信を行っていく。
目的意識を持った生徒が多く入学するよ
うに、学校説明会や体験入学などの内容
を工夫する。

・生徒と企業が連携する取り組みは
良いと思う。引き続き取り組んでい
ただきたい。
・生徒が、農業に魅力を感じる、親
しみを持てる体験学習が大切であ
る。
・本校の教育活動を多くの人に知っ
てもらうには、SNS（TikTokやYou
tube）で情報を発信すると効果的で
はないか。
・もっと部活動に力を入れたらどう
か。
・生徒自身が母校に出向き広報活動
を行うのは効果的ではないか。

①本校に目的意識をきちんと持った中学
生の入学者が増えたか。

②学校説明会・体験入学・個別相談会
及びＨPの更新・閲覧回数が増加した
か。

①学校説明会をはじめとした生徒募集行事の参加
者は、昨年より8％減少した。（毎年同程度減少）
10月1日現在の希望倍率は、全体として昨年と同程
度であった。
②教務部においてＨＰの更新を適宜行い、本校の
教育活動の発信に努めた。


